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頭蓋上面 (Superlor vlew of the skull) 頭蓋正面 (Frontal view of the sku‖ )

頭蓋側面 (Lateral vlew of the skuH)

築池2001-3人 骨 (女性・壮年 )

(丁 he Chikulke 2001-3, young adult female)
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表 1 資料数 (Tablc l.Number of materials)

成  人     幼小児  合計

男性  女性  不明

1       5       2        0         8

表 2 出土人骨一覧 (Table 2.List of skeletons)

墓番号 。人骨番号   性別  年齢  備考 (形式、時代、推定身長値)

2001-2号 墓人骨    女性  不明  平入 り(単体埋葬)、 5世紀～ 6世紀

2001-3号 基人骨    女性  壮年  平入 り(単体埋葬)、 5世紀～ 6世紀、147.53cm

2001-5号 墓人骨    女性  成年  妻入 り(単体埋葬)、 5世紀～ 6世紀

2001-6号 墓 1号人骨  女性  不明  妻入 り(2体埋葬)、 5世紀～ 6世紀

2001-6号 墓 2号人骨  男性  不明

2001-7号 墓人骨    不明  不明  平入 り(単体埋葬)、 5世紀～ 6世紀

2002-2号 墓人骨    不明  不明  妻入 り(単体埋葬)、 5世紀～ 6世紀

2002-3号 墓人骨    女性  熟年  平入 り(単体埋葬)、 5世紀～ 6世紀

本人骨群の所属時期は、考古学的所見から、 5世紀から6世紀前半の古墳時代 と推測されている。

計測方法は、Mmin― Saller(1957)に よつたが、胆骨の横径はオリビエの方法で計測 し、鼻根部につい

ては鈴木 (1963)と 松下ら(1983)の方法で計瀬1し た。

なお、年齢区分に関しては表 3の基準のとお りである。

表 3 年齢区分  (Table 3.Division of age)

年齢区分    年     齢

未成人  乳児   1歳 未満

幼児   1歳 ～ 5歳  (第一大臼歯萌出直前まで)

小児   6歳 ～15歳  (第一大自歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで)

成年   16歳～20歳 (蝶後頭軟骨結合癒合まで)

成人   壮年   21歳 ～39歳  (40歳未満)

熟年   40歳 ～59歳  (60歳未満)

老年   60歳以上

注)成年という用語については土井ケ浜遺跡第14次発掘調査報告書 (1996)を 参11さ れたい。

所  見

2001-2号 墓人骨 (女性、年齢不明)

I口 出土状況

志和池古墳 (円墳・県指定)の周溝内に竪坑が存在し、形式は平入り。出土人骨は 1体のみで、仰臥伸展

葬。また、右佃1手首付近からビーズ玉が検出された。人骨の保存状態はかなり悪い。頭蓋はほとんど潰れ

ており、かろうじて下顎骨の一部 (下顎体)を取り上げることができた。

Ⅱ薔人骨の形質

1.頭蓋

取り上げることができたのは下顎骨の一部のみであつた。下顎骨の径は小さく、高径はかなり低い。

-109-



下顎骨には歯が定植 していた。遊離歯を含めた残存歯を歯式で示 した。

〔聰 :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 爾 :先天的欠損 吻 :未萌出 /:不明、番号は歯種〕

〔1:中切歯、 2:佃 1切歯、3:犬歯、4:第一小臼歯、 5:第二小臼歯、 6:第一大自歯、 7:第二大臼歯、8:第二大臼歯〕

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、歯の咬合形式は不明

である。

2ヒ 四肢骨

右側上腕骨体の一部が残存 していた。径はかなり小さい。左佃1寛骨の大坐骨切痕部分が残存 していた。

現場で観察 したところ、この角度は大きかった。左右の大腿骨頭と左佃1骨体を取 り上げることができたが、

計測はできない。観察によれば径は小さい。左側腰骨の一部を取 り上げることができたが、径は小さい。

第二頸椎 (車由椎)の歯突起部分を取 り上げることができた。この径 も著 しく小さい。

3.性別・年齢

性別は、大坐骨切痕の角度が大きかったことと下顎骨や四肢骨の径が小さいことから、女性と推定 した。

年齢は不明である。

2001-3号 墓人骨 (女性 0社年 )

I口 出土状況

形式は平入 りで、 1体の人骨が出土 した。仰臥イ申展葬。被葬者の左側には 1振 りの剣が副葬されていた。

その他に鉄鏃が副葬 してあつた。人骨の保存状態は今回出上 した人骨のうちではもっとも良好であったが、

右佃1の上肢は溶けて、痕跡 しか残っていなかった。

工.人骨の形質

取 り上げが可能だった部分は図 2に示した。

1.頭蓋

(1)脳頭蓋

脳頭蓋は後頭骨の一部を欠損 している以外はほぼ完全である。前頭部などは赤色顔料 (朱 )が付着 してい

る。骨壁はもろく、外板は剥落しそうな状態である。外後頭隆起の発達は弱 く、乳様突起も大きくない。

外耳道は両側 とも観察できたが、骨腫は左右とも認められない。縫合は、三主縫合とも内外両板が開離 し

ている。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が174mm、 頭蓋最大幅は136mm、 バジオン・ブレグマ高は126mmで ある。

頭蓋長幅示数は78.16、 頭蓋長高示数は72.41、 頭蓋幅高示数は92.65と なり、頭型はmeso― ,ortho― ,metriokl‐an

(中 、中、中頭型)に属 している。また、頭蓋水平周は501mm、 横弧長は303mm、 正中矢状弧長は365mmで

ある。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋 もほぼ完全であるが、表面はかなり脆 くなっている。顔面にも赤色顔料 (朱 )が付着 している。

眉上弓の隆起は弱 く、前頭結節はよく発達 している。鼻骨はやや隆起 しており、鼻根部は狭い。

顔面頭蓋の計測値は、頬骨弓幅が131mm、 中顔幅は94mm、 顔高は115mm、 上顔高は(59)mlllで 、顔示数
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は87.79(K)、 122.34(V)、 上顔示数は(45,04)(K)、 (62.77)(V)と なり、顔面には高・狭顔傾向が認められ

るが、低上顔である。

日艮寓幅は41mm(右 )、 40mm(左 )、 眼寓高は33mm(右 )、 34mm(左 )で、眼害示数は80.49(右 )、 85.00(左 )

となり、右佃1はmesokonch(中 眼寓)に、左倶1はhypsikonch(高 眼寓)に属 している。

鼻幅は22mm、 鼻高は47mmで 、鼻示数は46.81と なり、leptorhin(狭 鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が18mm、 鼻根横弧長は22mm、 鼻根彎曲示数は81.82と なり、鼻根部はそ

れほど扁平ではない。両眼寓幅は94mmで 、眼寓間示数は19。 15と なり、顔の幅に対 して、眼寓間幅は狭い。

鼻骨最小幅は9mmで、前頭突起水平傾斜角は92度 を示 し、前頭突起の向きは矢状方向である。鼻根角は

140度、鼻根陥凹示数は17.24で、鼻頬骨角は150度である。

倶1面角は、全似1面角が (86)度、鼻側面角が88度、歯槽側面角は(79)度で、歯槽性突顎の傾向は認められ

ない。

下顎骨はほぼ完全である。筋突起の発達は良好で、下顎枝や下顎体の高径は高い。また、下顎枝の幅は

やや狭 く、下顎切痕もやや深い。角前切痕も認められる。

2.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

〔鬱 :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 鷲 :先天的欠損 隕 :未萌出 /:不明、番号は歯種〕

〔1:。中切歯、2:側切歯、3:大歯、4:第一小臼歯、5:第二小自歯、6:第一大自歯、7:第二大臼歯、8:第二大臼歯〕

咬耗度はBrOcaの 1度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、歯の咬合形式は上下の切

歯に咬耗が認められることから、おそらく鉗子状咬合であろう。

3口 四肢骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、撓骨、尺骨が残存 していた。

①鎖骨

両佃1と も取り上げが可能であった。長さは長く、細い。

②上腕骨

左佃Jの取り上げが可能であつたが、骨体の保存状態はあまりよくない。長さはあまり長くはない。三角

筋粗面の様態などは不明である。骨体の状態が悪いので、計汲1は ほとんどできないが、最大長が計瀬1で き

た。最大長は260mm(左 )、 頭最大矢状径が38mll■ (左 )である。観察したところ、骨体の径は女性としては

やや大きい方であろう。

③撓骨

左佃1骨体を取り上げることができたが、骨表面が予J落 しており、計沢1で きない。骨体の径はかなり小さ

④尺骨

尺骨も左倶1のみが取り上げ可能であった。骨間縁はよく発達しているが、骨体の径は小さく、細い。

(2)下肢骨

8765432① 1123④ 5678

8 7 6 5 4 3 2 111 2 3 4 5 6 7 8
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寛骨、大腿骨、肛骨および月リト骨が残存 していた。

①寛骨

左右の腸骨などを取 り上げることができた。大坐骨切痕の角度は大きい。耳状面前溝は浅い。

②大腿骨

左右ともよく残っていたが、右側の方が残 りは良好である。長さはやや長 く、骨体は直線的で彎曲が小

さい。また、粗線の発達は悪 くはないが、骨体の幅径の方が矢状径 よりも大きく、骨体上部は扁平である。

計測値は、最大長が384(右 )、 骨体中央周は76mm(右 )で あるが、長厚示数は算出できない。骨体は頑丈

ではない。骨体中央矢状径は22mm(右 )、 横径は25mm(右 )で、骨体中央断面示数は88.00(右 )と なり、粗線

や骨体両佃1面の後方への発達はきわめて悪い。また、上骨体断面示数は68.97(右 )と なり、骨体上部はきわ

めて扁平である。

③胆骨

両佃1と も残っていたが、保存状態はよくない。ヒラメ筋線の発達は悪 く、骨体 もそれほど太 くない。骨

体の断面形は右側はヘリチカのⅣ型を呈 しているが、左側は不明である。

計測値は、中央最大径が26mm(右 )、 中央横径は19mm(右 )で、中央断面示数は73.08(右 )と なり、骨体に

は扁平性は認められない。骨体周は71mm(右 )で、骨体は細い。

④膠卜骨

左側骨体が残っていたが、変形が著 しく、様態は不明である。

4□ 推定身長値

大腿骨最大長から、Pcttsonお よび藤井の公式を用いて推定身長値 を算出すると、それぞれ147.53cm

(Pcttson、 右)、 147.06cm(藤井、右)と なり、低身長であるが、地下式横穴墓出上の古墳人としてはやゃ高

身長である。

5菫 性別 。年齢

性別は、眉上弓の隆起が弱 く、前頭結節 も発達 しており、大坐骨切痕の角度が大きいことから、女性と

推定 した。年齢は三主縫合の内外両板 とも開離 していることから、壮年と思われる。

2001-5号 墓人骨 (女性、成年 )

I.出土状況

形式は妻入 りで、単体埋葬である。仰臥イ申展葬。ほぼ全身の骨を確認することができたが、保存状態は

悪 く、取 り上げることは困難であった。被葬者の左側には刀子が副葬されていた。

Ⅱ自人骨の形質

取 り上げができたのは、右側佃1頭骨、下顎骨、鎖骨、上腕骨、大腿骨、寛骨のそれぞれ一部のみであった。

1露 頸蓋

頭蓋は潰れていた。右側外耳道が観察できたが、外耳道の口径は小さく、骨腫は存在 しない。下顎骨は

下顎中央部が残っていたが、径は著 しく小さい。

下顎骨には歯が釘植 していた。遊離歯と歯槽の状態は次のとお りである。

//765432111234567//

/7654/2/1//34567/
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〔鼈 :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 羅 :先天的欠損 隋 :未萌出 /:不明、番号は歯種〕

〔1:中切歯、2:側切歯、3:大歯、4:第一小|ヨ歯、5:第二小自歯、6:第一大臼歯、7:第二大自歯、8:第二大自歯〕

咬耗度はBrocaの 1度 (咬耗がエナメル質のみ)である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、

歯の咬合形式は不明である。

2菫 四肢骨

左側鎖骨の一部を取 り上げることができたが、径は著 しく小さい。

上腕骨は左右の骨体が残っていた。計澳1は できないが、径は小さく、骨体は扁平である。 寛骨は、左

側寛骨自の一部が残っていた。大腿骨は左傾1骨体が残っていたが、級密質表面が剥落 しており、計浪1は で

きない。観察 したところ、径はかなり小さいが、骨体両側面は後方へ発達 してお り、粗線の発達も良好な

ものだつたようである。

3日 性Bl1 0年齢

性別は、下顎骨や四肢骨の径が著 しく小さいことから、女性 と推定 した。年齢は、現場で歯の萌出状況

が観察できたが、歯の萌出状況から17歳から19歳 ころの成年と思われる。

2001-6号 墓           '

妻入 り、2体の人骨が埋葬されていた。奥壁に向かって右傾1を 1号人骨、左倶Jを 2号人骨とした。 1号

人骨の右佃1に は 1振 りの鉄剣が副葬されていた。 2号人骨の足に鉄鏃が副葬されていた。残存 していたの

は 2体 とも頭蓋と下肢骨のみである。

2001-6号 墓 1号人骨 (女性、年齢不明 )

I口 出土状況

仰臥イ申展葬。取 り上げが可能だったのは、頭蓋の一部 (上顎骨、下顎骨)と 左傾1肛骨のみである。

Ⅱ口人骨の形質

1口 頭蓋

頭蓋の形質は不明である。遊離歯 と歯槽の状態を歯式で示した。

B 7 6 5 4 / / /l/ / 3 4 / / 7 /
/765④ 32/1///45///

〔蟷 :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 羅 :先天的欠損 靡 :未萌出 /:不明、番号は歯種〕

〔1:中切歯、2:側切歯、3:大歯、4:第一小臼歯、5:第二小|ヨ歯、6:第一大臼歯、7:第二大自歯、8:第二大臼歯〕

咬耗度はBrOcaの 1度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、歯の咬合形式は不明であ

る。

2口 四肢骨

①腰骨

肛骨は左偶1骨体を取り上げることができた。計測値は、中央最大径が25mm(左 )、 中央横径は18mm(左 )

で、中央断面示数は72.00(左 )と なり、骨体には扁平性は認められない。骨体周は68mm(左 )で、骨体は細

い。骨体後面の近位半には一稜が形成されている。骨体の断面形は左偶1はヘリチカのⅣ型を呈している。

3.1宝別 0年齢

性別は、四肢骨の径が小さいことから、女性と推定した。年齢は不明である。
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2001-6号 墓 2号人骨 (男性、年齢不明 )

I腱 出土状況

μl臥伸展葬。頭蓋は取 り上げることができなかった。

Ⅱ.人骨の形質

大腿骨と肛骨を取 り上げることができたが、計測ができたのは腰骨のみである。左右の肛骨の間に骨が

存在 した。自然の状態ではこの場所には骨は存在 しない。保存状態がかなり悪かったが、取 り上げる際に

踵骨の一部を確認することができた。足根骨がこの位置にあるはずはないので、足首を切断され、両側肛

骨の間に移置されたものと思われる。肛骨遠位部の保存状態が悪いので、切断された痕跡の有無を確認す

ることはできなかった。

1口 四肢骨

①大腿骨

大腿骨は右側の遠位部を取 り上げることができた。径は大きい。

②肛骨

肛骨は左右の骨体を取 り上げることができた。径は大きくヒラメ筋線の発達も良好である。骨体の断面

形は左右ともにヘリチカのⅣ型を呈 している。計測値は、中央最大径が27mm(右 )、 29mm(左 )、 中央横径

は22mm(右 )、 21mm(左 )で、中央断面示数は81.48(右 )、 72.41(左 )と なり、骨体には扁平性は認められない。

骨体周は78mm(右 )、 80mm(左 )で、骨体は大きい。

2.性別 。年齢

性別は、大腿骨や腰骨の径が大きいことから、男性 と推定 した。年齢は不明である。

2001-7号 墓人骨 (性別、年齢不明 )

I口 出土状況

平入 り、単体埋葬。ttlnll出 上 した人骨のうちでもっとも保存状態が悪かった人骨で、人骨はほとんど融

解状態か糊状態になっており、取 り上げることができなかった。現場で確認できた骨は、頭蓋と大腿骨の

みである。

I口 人骨の形質

頭蓋は痕跡状態で、歯冠を 1個確認 した。また、頭部には朱が残存 していた。大腿骨はほとんど溶けか

かつてお り、取 り上げることも、観察することもできなかった。残存歯冠は右佃1の 大歯の歯冠であった。

咬耗度はBrOcaの 3度 (咬耗が象牙質まで及ぶ)である。

性別、年齢は不明である。

2002-02号 墓人骨 (性 rll、 年齢不明 )

I.出土状況

妻入 り、仰臥イ申展葬。残存 していたのは頭蓋と右側の大腿骨の一部であるが、取 り上げが可能だったの

は頭蓋のみである。

I口 人骨の形質

頭蓋は上顎骨と下顎骨のそれぞれ一部のみで、他に遊離歯が残存 していた。左側前腕部に 1本の鉄鏃が
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副葬されていた。頭蓋には赤色顔料 (朱 )が付着していた。

残存歯と歯槽の状態を歯式で示した。

〔鯰 :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 鷲 :先天的欠損 鰈 :未萌出 /:不明、番号は歯種〕

〔1:中切歯、2:佃 1切歯、3:大歯、4:第一小臼歯、5:第二小自歯、6:第一大臼歯、7:第二大自歯、8:第二大臼歯〕

咬耗度はBrOcaの 2(咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ)度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

また、歯の咬合形式は不明である。

性別、年齢 ともに不明である。

2002-03号 墓人骨 (女性、熟年 )

I.出土状況

平入 り、4rll臥イ申展葬。刀子が副葬されていた。

1.人骨の形質

頭蓋、左側鎖骨、左佃1上腕骨、左右の大腿骨と肛骨および左側の肋骨が残っていたが、取 り上げること

ができたのは頭蓋 と左右の大腿骨と肛骨のみであつた。大腿骨体は計汲1で きないが、径は著 しく細い。頭

蓋は、脳頭蓋の前頭半分 と下顎骨を取 り上げることができた。計測はできないが、頭型は観察によれば中

頭型と思われる。縫合は冠状縫合と矢状縫合を観察できたが、両縫合とも内板は癒合閉鎖 している。外板

は冠状縫合は開離 しているが、失状縫合では部分的に癒合が認められる。また、冠状縫合のす ぐ後ろ(左

右の頭頂骨)に溝状のくぼみが認められる。前頭骨には少量の赤色顔料 (朱 )が付着 している。眉上弓の隆

起は弱 く、前頭鱗は垂直に立ち上がっている。

残存歯は次のとお りである。

345///

〔蟷 :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 爾 :先天的欠損 隕 :未萌出 /:不明、番号は歯種〕

〔1:中切歯、2:猥 1切歯、3:大歯、4:第一小自歯、5:第二小臼歯、6:第一大自歯、7:第二大臼歯、8:第二大臼歯〕

咬耗度はBrOcaの 1度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、歯の咬合形式は不明であ

る。

性別は、眉上弓の隆起が弱 く、前頭鱗が垂直に立ち上がっていることと四肢骨の径が小 さいことから、

女性 と推定 した。年齢は、観察できた冠状縫合 と矢状縫合の内板が癒合 していることか ら、熟年 と思われ

る。

考 察

1回 頭蓋

まず、頭型を検討 してみたい。頭蓋長幅示数を算出できたのは女性 1体 (2001-3)の みで、この夕jは 78.16

となり、示数値は中頭型を示 している。脳頭蓋が残っているものはもう 1例 (2002-03、 女性)あ り、この例

は後頭骨を欠いているが、観察したところでは、頭型は中頭型だつたようである。1991年 に出上 した女性

／

　

／
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人骨 (1991-1号人骨)は頭蓋長幅示数が80.00で 、短頭型であった。表 4に これまで報告 したもののうち頭型

が判明しているものを示 した。長頭型に属するものが 3例で、これは高原町の立切と高崎町の原村上であ

る。超短頭型は 1例、過短頭型は 2例で、前者は立切、後者は国富町の市ノ瀬と高崎町の原村上にみられ

る。その他は中頭型である。例数が少ないので、女性の頭型については、築池古墳人や宮崎県内での傾向

をまだ読み取ることができない。

顔面頭蓋の計測ができたのも女性 1例のみである。表 5は顔面頭蓋の比較表である。築池2001“ 3を 1991_

1と 比較 してみると、頬骨弓幅と顔高は両者で大差ないので、コルマンの顔示数(K)はほとんど差がないが、

前者は中顔幅が狭 く、上顔高がかなり低いので、ウィルヒョーの顔示数(V)は より大きな値になり、上顔

示数 (K)(V)は より小 さな値 となる。すなわち、高顔・低上顔という特徴がみられる。これは上顔高は低い

が、下顎骨の高径が高いので、顔全体としては高い顔になっているということである。眼寓示数は、右側

は1991_1と 同値であるが、左側はこれよりも大きい。鼻部の計測値は幅径が狭 く、高径 も低いが、鼻示数

は1991_1と 大差ない。

鼻根部の計測ができたのも女性 1例のみ(2002-03)で ある。本例は鼻根部がやや狭 く、鼻骨がやや隆起 し

ている。鼻根部の幅 (前眼寓間幅)は築池1991-1よ りも狭 く、菓子野古墳人に一致 しているが、鼻根横弧長

はこれよりも大きいので、鼻根彎曲示数は菓子野、築池1991-1よ りも小さく、鼻根部は扁平ではない。前

頭突起水平傾斜角は築池1991-1よ りも小さく、前頭突起の向きは矢状方向である。また、鼻根角は築池 1991…

1よ りも小さく、鼻根陥凹示数は大きく、鼻骨は築池1991… 1よ りもやや隆起 している(表 6)。

2E四肢骨

(1)上腕骨

計測ができたのは女性の 1例 (2001-3)の みで、しかも最大長と頭最大矢状径のみしか計測ができなかっ

た。最大長は260mm(右 )で、短 く、菓子野古墳人よりも短い。頭最大矢状径は38mm(右 )で、この値はそ

れほど小さい値ではなく、女性 としては普通の大きさである(表 7)。

(2)大腿骨

女性 2例 の計測が可能であった。最大長は384mm(1例 )で、短 く、骨体中央周は、73mmと 76mmで 、い

ずれも小さい。築池1991-1の 骨体中央周も75mmし かなく、築池古墳人女性の大腿骨は細いようである(表

8)。

(3)肛骨

男性 1体 と女性 3体 とが計測できた。表 9は同じ都城市の菓子野古墳人 (男性)と の比較表である。築池

2001-6-2の 骨体周は菓子野古墳人よりも小さく、肛骨の径は菓子野古墳人よりもわずかに小さい。また、

中央断面示数は 2体の菓子野古墳人よりも大きく、骨体には扁平性は認められない。表10は 、女性肛骨の

比較表である。今回出上 した女性腰骨 3例の骨体周は築池1991-1と 同大か、それよりもやや小さいが、菓

子野古墳人よりは小 さい。また、中央断面示数は築池1991-1よ りは大 きく、菓子野古墳人と同じように

70.00を 超えてお り、男性同様女性にも扁平性は認められない。

3日 推定身長

表11は 女性の推定身長の比較表である。築池2001-3の 上腕骨と大腿骨からの推定身長値は、菓子野古墳

人とほぼ一致 してお り、低身長であるが、身長値は西北九州弥生人の平均値 と大差ない値で、著 しい低身

長値ではない。
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要 約

宮崎県都城市下水流町にある築池地下式横穴墓群の2001年 と2002年の発掘調査で、人骨が出上した。人

骨の保存状態は必ず しも良好なものばかりではなかったが、なかには計測ができるものもあった。出土人

骨の人類学的観察や計測をおこない、以下の結果を得た。

1.7基の地下式横穴墓から8体の人骨が出土した。 7基のうち 6基では単体埋葬で、平入 りは4基、 妻

入りは 2基である。 8体のうち男性は 1体であるが、女性は 5体で、女性の占める害1合が高かった。な

お、2体埋葬例は男女各 1体ずつの埋葬である。

2.頭蓋長幅示数を算出できたのは女性 1体 (2001-3)の みで、この例は78.16と なり、示数値は中頭型を示

している。

3.顔面の計預Jができたのは女性 1例のみである。頬骨弓1嘱 131mm、 中顔幅94mm、 顔高115mm、 上顔高

(59)mmで、顔示数は87.79(K)、 122.34(V)、 上顔示数は(45.04)(K)、 (62.77)(V)と なり、高顔であるが、

低上顔である。鼻根部の扁平性はあまり強 くない。歯槽性突顎の傾向は認められない。眼宙示数は80.49

(右 )、 85,00(左 )と なり、右側は中眼寓に、左倶1は高眼寓に属 している。鼻示数は46.81と なり、狭鼻に属

している。

4.女性の上腕骨と大腿骨は短か く、四肢骨の骨体は細い。また、男性腰骨もやや小さく、扁平性は男女

ともに認められない。

5。 足根骨が不自然な位置から検出されたので、足首から先が切断された可能性があるものが 1例 みられ

た(2001-6号墓 2号人骨、男性 )

6.推定身長値は女性のみが算出できた。大腿骨からの推定値は147.53cmと なり、低身長値ではあるが、

西北九州弥生人なみで、著 しい低身長値ではない。

7。 今回築池地下式横穴墓群から出上 した古墳人骨は保存状態が必ずしも良好なものばかりではなかった

が、被葬者は女性が多 く、女性の頭型は中頭型で、顔面に高顔傾向がみられ、鼻根部はあまり扁平では

なく、四肢骨は短 くて細 く、低身長であった。南九州地域での古墳人骨研究にとつて貴重な夕jを 追加す

ることができた。
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表 4 頭型 (女性 0頭蓋長幅示数)(Table4.Fernde craniJ index)

遺跡名 (人骨番号 ) 地域名 頭蓋長幅示数   頭  型

築池 (1991‐ 1)

築池 (2001‐ 3)

菓子野 (57‐ 5…2)

市ノ瀬 (9… 2)

東二原 (2… 4)

東二原 (8-1)

立切 (4‐ 1)

立切 (26‐ 1)

立切 (26… 2)

立切 (31)

立切 (38‐ 1)

立切 (38‐4)

立切 (40… 2)

立切 (63… 5)

原村止 (46‐ 1)

原村上 (5… 1)

原本寸上 (6-1)

原本寸上 (7-1)

原村上 (7… 2)

縄瀬小学校 (46-1)

広畑 (ST‐ 04)

広畑 (ST‐ 11‐ 2)

広畑 (ST‐ 11‐ 3)

広畑 (ST… 13‐ 1)

都城市

都城市

都城市

国富町

小林市

小林市

高原町

高原町

高原町

高原町

高原町

高原町

高原町

高原町

高崎町

高崎町

高崎町

高崎町

高崎町

高崎町

えびの市

えびの市

えびの市

えびの市

短頭型

中頭型

中頭型

過短頭型

短頭型

中頭型

超短頭型

中頭型

長頭型

中頭型

中頭型

中頭型

短頭型

長頭型

長頭型

中頭型

短頭型

短頭型

過短頭型

中頭型

中頭型

中頭型

中頭型

中頭型

80.00

78.16

76.70

85.54

81.61

77.72

〔釧 .63〕

78.98

〔73.37〕

79.31

98.44)

78.03

84.12

74.16

〔72.63〕

〔75.27〕

80.23

83.93

(85.98)

〔77.78〕

〔79.46〕

〔75.82〕

〔77.27〕

〔75.98〕

( ):推定値、〔 〕:片側×2

表5 顔面頭蓋(女性、mm、 度)(Table 5,Compattson of female facialrYleasurements and indices)

築池

2001-3

宮崎県

築池     菓子野

1991-1          57-5-2

宮崎県     宮崎県

(松下)   (松 下 0他)  (松 下・他 )

45.

46.

47.

48.

47/45

48/45

47/46

48/46

40+45+47/3

50/44

51.

52.

52/51

54.

55,

54/55

72.

73.

74.

頬骨弓幅

中顔幅

顔高

上顔高

顔示数 (K)

上顔示数 (く )

顔示数 (V)

上顔示数 (V)

顔面モズルス

眼寓間示数

眼富幅 (右 )

(左 )

眼嵩高 (右 )

(左 )

眼慮示数 (右 )

(左 )

鼻幅

鼻高

鼻示数

全側面角

鼻側面角

歯槽側面角

131

94

115

(59)

87.79

に5.04)

122.34

(62.77)

19.15

41

40

33

34

80.49

85.00

22

47

46.81

(86)

88

(79)

132

98

114

68

86.36

51.52

116.33

69.39

20.62

41

40

33

32

80.49

80.00

25

53

4ア .17

85

90

72

129

96

110

61

85.27

47.29

114.58

63.54

113.00

18.75

43

42

30

31

69.77

73.81

26

44

59.09

83

87

72
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表 6 鼻根部 (女性、mm、 度)(Table 6.CorYlpansOn of female nasal root measurements and indices)

築池 菓子野

1991-1          57-5-2

宮崎県    宮崎県

(松下 。他)  (松 下 0他
)

築池

2001-3

宮崎県

(松下 )

M

50.

50A.

50/50A

57.

44.

50/44

a.

b"

C.

d.

e.

f.

f/e

77.

Fa

Fh

Fh/Fa

18

22

81.82

9

94

19.15

10

7

92

1

140

29

5

17.24

150

93

12

12.90

20

24

83.33

8

97

20.62

7

6

114

0

160

37

3

8.11

18

20

90.00

7

96

18.75

10

10

71

4

138

30

5

16.67

前眼寓FHl幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

両眼嵩幅

眼嵩間示数

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角

G一 N投影距離

鼻根角

G一 R距離

垂線高

鼻根陥凹示数

鼻頬骨角

fmo間距離

垂線高

顔面扁平示数

表 7 上腕骨計測値 (女性、右、mm)(Table 7.Compattson of measurements and indices offernde nght humen)

築池

2001-3

宮崎県

(松下 )

築池

1991-1

宮崎県

菓子野

57-5-2

宮崎県

(松下 。他)  (松 下・他 )

M        M

1.

2.

5.

6.

7.

7(a).

10.

6/5

7/1

上腕骨最大長

上腕骨全長

中央最大径

中央最小径

骨体最小周

中央周

頭最大矢状径

骨体断面示数

長厚示数

260

38

47(左 )

264

259

21

15

55

61

37

71.43

20.83

表 8 大腿骨 (女性、右、mm)(Table 8.Compattson of measurements and indices female nght femOra)

築池

2001-1

宮崎県

(松下 )

M

築池

2001-3

宮崎県

(松下 )

M

築池

1991-1

宮崎県

(松下・他 )

M

菓子野

57-5-2

宮崎県

(松下 0他
)

M

１．
２．
６．
７．
８．
９．
１０．
”
Ｗ

最大長

自然位金長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

21

24

73

26

20

87.50

76.92

384

22

25

76

29

20

88.00

68.97

25

23

75

27

20

108,70

74.07

385

25

23

78

29

22

108.70

75.86
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表 9 肛骨 (男
:陸、右、mm)(Table 9.Companson Of measurerYlents and indices male ttght tibiae)

築池     菓子野

2001-6-2        55-1-1
菓子野

57-5-3

宮崎県     宮崎県     宮崎県

(松下)   (松 下 。他 )  (松 下 0他
)

M        M        M
1.  腫骨全長

la.  腫骨最大長

8.  中央最大径

8a.  栄養孔位最大径

9.  中央横径

9a.  栄養孔位横径

10.  骨体周

10at 栄養子L位周

10b. 最小周

9/8  中央断面示数

9a/8a 栄養孔位断面示数

10b/1 長厚示数

27

22

78

81.48

30

33

22

23

81

91

72

73.33

69.70

31

35

20

19

80

87

70

64.52

54.29

表10 腫骨 (女
:陛、右、mm)(Table 10.Compattson of measurements and indices female ttght tibiae)

築池

2001-1

宮崎県

(松下 )

築池

2001-3

宮崎県

(松下 )

築池

2001-6-1

宮崎県

(松下 )

築池

1991-1

宮崎県

(松下 0他
)

M

菓子野

57-5-2

宮崎県

(松下・他 )

M
1.  肛骨全長

la.  腫骨最大長

8.  中央最大径

8a.  栄養孔位最大径

9.  中央横径

9at  栄養孔位横径

10.  骨体周

10a. 栄養孔位周

10b. 最小周

9/8. 中央断面示数

9a/8a 栄養7L位断面示数

10b/1 長厚示数

23

18

67

78.26

26

19

71

73.08

25

18

68

72.00 69.23

70.00

317

327

27

30

20

20

73

78

65

74.07

66.67

20.50

(左 )

(左 )

(左 )

一

一

２６

３０

１８

２‐

７‐

８‐

表11 推定身長値 (女性、右、cm)(Table ll.Compattson of es■ mated male statures)

築池

2001-3

宮崎県

(松下 )

M

菓子野

57-5-2

宮崎県

(松下 。他 )

M
Pearsonの 式  上腕骨

撓骨

大腿骨

腰骨

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

143.08

147.53

144.18

152.76

153.10

147.73

151.68

上腕骨 (右 )

(左 )

機骨  (右 )

(左 )

大腿骨 (右 )

(左 )

胚骨  (右 )

(左 )

143.48

147.06

144.13

149.92

150.95

147.28

149.81

藤井の式
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嚇言12  1選 霧ヨ:蓋 (mm)(Caiva“ a) 表14 鼻根部 (mm、 度)(Nasal root)

築池

2001-3

女性

築池

2001-3

女性

1.     頭蓋最大長

8.     頭蓋最大幅

17.    バジオン。ブレグマ高

8/1     頭蓋長幅示数

17/1    頭蓋長高示数

17/8    頭蓋幅高示数

1+8+17/3  頭蓋モズルス

5,     頭蓋底長

9,     最小前頭幅

10.    最大前頭幅

11.    両耳幅

12.    最大後頭幅

13.         乳突中厨

7.     大後頭孔長

16.    大後頭子L幅

16/7    大後頭示数

23.    頭蓋水平周

24.    横弧長

25.    正中矢状弧長

26.    正中矢状前頭弧長

27.    正中矢状頭頂弧長

28,    正中矢状後頭弧長

29,    正中矢状前頭弦長

30.    正中矢状頭頂弦長

31.    正中矢状後頭弦長

29/26    矢状前頭示数

30/27    矢状頭頂示数

31/28    矢状後頭示数

表13 顔面頭蓋 (mm、 度)(Factt skeleton)

前眼嵩間幅       18
鼻根横弧長       22
鼻根彎曲示数      81.82
鼻骨畿小幅       9
両眼嵩幅        94
眼寓間示数       19.15
前頭突起上幅 (右 )   10

(左)   7
前頭突起水平傾斜角   92
G―N投影距離      1
鼻根角        140
G―R距離         29
垂線高         5
鼻根陥凹示数      17.24
鼻頬骨角        150
fmo間距離         93
垂線高         12
顔面扁平示数      12.90

174

136

126

78,16

72.41

92.65

145.33

95

90

114

118

106

31

28

90.32

501

303

365

122

127

116

105

113

94

86.07

88.98

81.03

50.

50A.

50/50A

57.

44‐

50/44

b.

d.

f.

f/e

77.

Fa

Fh

Fh/Fa

表15 下顎骨(mm、 度)(Mandibuia)

築池

2001-3

女性

築池

2001,3

女性

40.    顔長

41.    側顔長

42.    下顔長

43.    上顔幅

45.    頬骨弓幅

46.    中顔幅

47.    顔高

48,    上顔高

47/45    顔示数(K)

48/45    上顔示数(K)

47/46    顔示数 (V)

48/46    上顔示数(V)

40+45+47/3 顔面モズルス

50,    前眼富間幅

44.    両眼寓幅

50/44    眼富間示数

51.    眼富幅(右 )

(左 )

52.    眼嵩高(右 )

(左 )

52/51    眼富示数(右 )

(左 )

71

103

100

131

94

115

(59)

87.79

(45.04)

122.34

(62.77)

18

94

19.15

41

40

33

34

80.49

85.00

22

47

46.81

31

16

9

59

41

34

12

82.93

35.29

(86)

88

(79)

(左 )

枝高 (右 )

(左 )

前枝高 (右 )

(左 )

最小枝高 (右 )

125

105

43

98

32

31

31

27

27

66

67

57

58

13

13

31

29

78.40

84.38

84.38

41.94

44.83

65,    下顎関節突起幅

65(1).  下顎筋突起幅

66.    下顎角幅

67.    前下顎幅

68.    下顎長

68(1).  下顎長

69.    オトガイ高

69(1).  下顎体高(右 )

(左 )

69(2).  下顎体高(右 )

70.

70(1).

70(2).

54.

55.

54/55

55(1).

56.

57.

57(1).

60.

61.

62.

63.

64.

61/60

63/62

64/63

72.

73.

74.

鼻幅

鼻高

鼻示数

梨状日高

鼻骨長

鼻骨最小幅

鼻骨最大幅

上顎歯槽長

上顎歯槽幅

口蓋長

rtl蓋幅

口蓋高

上顎歯槽示数

回蓋示数

口蓋高示数

全側面角

鼻側面角

歯槽側面角

(左 )

70(3).  下顎切痕高(右 )

(左 )

71(1).  下顎切痕幅(右 )

(左 )

71.    枝幅(右 )

(左 )

71a.    最小枝幅(右 )

(左 )

79.    下顎枝角(右 )

(左 )

66/65    下顎幅示数

68/65    幅長示数

68(1)/65  幅長示数

69(2)/69  下顎高示数(右 )

(左 )

71/70    下顎枝示数(右 )

(左 )

71a/70(2) 下顎枝示数(右 )

(左 )

70(3)/71(1)下 顎切痕示数 (右 )

(左 )
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表16 鎖骨 (mm)(Cia宙 cula) 表18 大1退骨 (mm)(Fervlur)

築池

2001-3

女性

築池   築池

2001-1    2001-3

女性   女性

1.   鎖骨最大長 (右 )

(左 )

2a   骨体彎曲高 (右 )

(左 )

2(1)  肩峰端彎曲高 (右 )

(左 )

4.   中央垂直径 (右 )

(左 )

5.   中央矢状径 (右 )

(左 )

6.   中央周 (右 )

(左 )

6/1   長厚示数 (右 )

(左 )

2a/1  彎曲示数 (右 )

(左 )

4/5   鎖骨断面示数 (右 )

(左 )

2(1)/1  肩峰端彎曲示数 (右 )

(左 )

８４

　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一

1.

2.

3.

4.

6.

7.

8.

9.

10.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

8/2

6/7

10/9

最大長

自然位全長

最大転子長

自然位転子長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

頚垂直径

頚矢状径

頚周

頭垂直径

頭横径

頭周

上顆幅

長厚示数

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

21        22

24        25

73        76

26        29

20        20

-        26

…        20

-        78

-        40

-        39

-       127

87.50     88.00

76.92     68.97

8

8

11

11

34

33

72.73

72.73

表17 上腕骨 (mm)(Humerus)

動
００１．
鯉
左

1.   上腕骨最大長

2.   上腕骨全長

3.   上端幅

3(1). 横上径

4.   下端幅

5.   中央最大径

6.   中央最小径

7.   骨体最小周

7(a). 中央周

8.   頭周

9.   頭最大横径

10.  頭最大矢状径

11.  滑車幅

12.     /Jヽこ頂中高

12(a). 滑車幅および小頭幅

13.  滑車深

14,  肘頭嵩幅

15.  肘頭嵩深

6/5   骨体断面示数

7/1   長厚示数

260

38
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表19 護偶|(mm)(Tibia)

築池   築池

2001-6-2   2001-1

男性   女性

築池   築池

2001-3   2001-6-1

女llt   女性

ヲ疑20 推定身長値 (cm)(Stature)

築池

2001-3

女性

Pearsonの 式 上腕骨 (右 )

(左 )

撓骨 (右 )

(左 )

大腿骨 (右 )

(左 )

腰骨 (右 )

(左 )

143.08

147.53

藤井の式

143.48

147.06

la.

lb.

厖骨全長 (右 )

(左 )

胚骨最大長 (右 )

(左 )

腰骨長 (右 )

(左 )

顆距間距離 (右 )

(左 )

最大上端幅 (右 )

(左 )

上内関節面幅 (右 )

(左 )

上外関節面幅 (右 )

(左 )

上内関節面深 (右 )

(左 )

上外関節面深 (右 )

(左 )

最大下端幅 (右 )

(左 )

下端矢状径 (右 )

(左 )

中央最大径 (右 )

(左 )

栄養孔位最大径 (右 )

(左 )

中央横径 (右 )

(左 )

栄養子L位横径 (右 )

(左 )

骨体周 (右 )

(左 )

栄養孔位周 (右 )

(左 )

最小周 (右 )

(左 )

中央断面示数 (右 )

(左 )

栄養孔位断面示数 (右 )

(左 )

長厚示数 (右 )

(左 )

27

29

22

21

78

80

81.48

72.41

23

18

67

78.26

26        -

-        25

19    -

-    18

71    -

-        68

73.08     -

-        72.00

3b.

上腕骨 (右 )

(左 )

撓骨 (右 )

(左 )

大腿骨 (右 )

(左 )

腰骨 (右 )

(左 )

10b.

10a“

10b/1
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表21形態小変異 (Non… rnetOttc crania vanants)

築池

2001-1

女性

築池

2001-3

女性

右 左 右 左

1.    Medial palatine canal

2.    Ptery9ospinous foramen

3.    Hypoglossal canal bridging

4.    C‖ noid bridging

5.    Condylar cattal absent

6.    Tyrnpanic dehiscence,Forramen ofHuschke(>lmm)

7.    Jugular foramen bridging

8.    Precondylar tubercle

9.    Supra‐ orbital foramen(inc!.frOntal foramen)

10.   Accesory infraorbital foramen

ll.   Zy9o… facialforamen absent

12.   Aural exostosis

13.   Alletopism

14. Os incae

15.   Ossicle at the lambda

16.   Parietal notch bone

17. Transverse zygomatic suture(>5mm)

18.   Asterionic ossicle

19.   Occipitomastoid ossicle

20.   Epipteric ossicle

21.   Frotttoternporal articulation

22. Biaste百 onic suture(>10mm)

23,   Mylohyoid bridging

24.   Accessory mentalforamen

25.    Mandibular torus

26. 滑車上孔
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2

3

4

5

本書は北諸県農林振興局の農道整備事業にともない、平成15年度に実施 した十三東第 2遺跡 (第 2次

調査)の発掘調査報告書である。

発掘調査は都城市教育委員会事務局が主体となり、同市文化課主事久松亮が担当した。

遺構実測図の作成は、作業員の協力を得て久松が行い、すべての トレースは久松が行った。

本書に用いた方位は、座標北であり、レベルは海抜絶対高である。

本書に掲載 した遺物実測図の作成は伊鹿倉康子 。奥登根子が行い、 トレースは久松が行った。なお、

本書に掲載 した実演1図 の内、掲載番号31～ 33の遺物の実測・ トレースについては株式会社埋蔵文化財

サポー トシステムに委託 した。

遺構・遺物の写真撮影は作業員の助力を得て、久松が行った。

空中写真は、同時期に当調査区の隣接地にて実施された、緊急地方道路整備事業上水流 7号線に伴う

十三東第 2遺跡発掘調査にて撮影されたものの一部を流用 した。

本書に用いた略記号は次の通 りである。

6

7

SC ― 土坑 SD ― 溝状遺構

9 出土遺物・写真 。図面記録等は、都城市文化課第 1。 第 2分室および都城市文化財収蔵庫に保管 され

ている。

例
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第 5図  出土遺物実測図 (1)・ …………・・,… ………………………………………………………………・・133
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第 7図  出土遺物実測図 (3)。 …………………………………………………………………………………135
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1 調査 の概要

調査は平成15年 7月 31日 から8月 29日 にかけて実施 した。同時期に当調査の原因となった新設道路と合

流する市道上水流 7号線の拡幅工事に伴う発掘調査 も実施されている。この調査 も当調査 と同様に都城市

教育委員会事務局が主体 となって実施 し、当調査と同じく久松亮が担当した。上水流 7号線拡幅工事に伴

う発掘調査現場は、現道と電柱によつて 5つ の区画に分けられるため、それぞれA～ E区 と呼称 していた。

これとの混同を避けるため、調査中は当調査区を十三束第 2遺跡F地区と呼称 していたが、本書では「十

三東第 2遺跡」 とする。

調査は重機にて表上を剥いだ後、遺物包含層を入力にて掘 り下げ、御池降下軽石層上にて遺構検出を

行った。表土剥 ぎの結果、調査区南東部は近年のゴボウ作付けにより、遺物包含層、遺構検出面とも破壊

を受けていることが明らかであつたため、調査区から除外 し廃土置き場とした。その直 ぐ西佃1に は直径 2

m程度の楕円形の黒色土の落ち込みがあつた。深さは1.6m程度で、lT_土 中よりの遺物の検出もほとんど

無 く、埋土そのものも、シラスや御池降下軽石、黒色土などが不規則に混 じりながら堆積 していることか

ら、遺構ではなく近年の耕作等によるものであると判断した。

遺跡の基本層序は、 1層 :現表土、 2層 :御池降下軽石をまばらに含む黒色弱粘質シル ト層、 3層 :御

池降下軽石をまんべんなく含む黒色弱粘質シル トと暗黄褐色弱粘質シル トの混層、 4層 :御池降下軽石を

まんべんなく含む暗黄褐色弱粘質シル ト層、
.5層

:御池降下軽石を多量に含む暗黄褐色弱粘質シル ト層

(御 池降下軽石層への漸移層)、 6層 :御池降下軽石層、という順で堆積する。

調査記録のため 5mグ リッドを設定し、便宜上北から南ヘアルフアベットでA、 B、 C…、西から東ヘ

算用数字で 1、 2、 3… とし、その組み合わせで呼称 した。

2 遺構

当遺跡の遺物包含層は暗黄褐色土層であり、遺構検出の基準となる御池降下軽石層と色調が近いため、

遺構検出は困難をきわめた。確認できたのは、土坑 7基 と、溝状遺構 1条、ビット6基である。

ト
151.lm

C

ト

D

L

0                    10m

―

―

―

―

一

第 1図 遺構分布図
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SC01

調査区グリッドB2で検出した上坑である。長軸1.2m、 短軸

75～ 80cmの楕円形に近いプランで、検出面か らの掘 り込みは約

30cmで ある。埋土中より、縄文後期、市来式に分類できる土器

片 (第 5図、 9)を検出している。

sc02

調査区グリッドB2で検出した土坑である。検出時はピツトと

思われたが、直径 1。 4mの 円形に近いプランの土坑がピツトより

切 られており、検出時はピツトのみを検出したものと思われる。

土坑部か ら縄文後期、指宿式に分類できる土器片 (第 5図、 1)

が出土 している。

151.3m-4- a

L*J

^\
1/ /l
IV1|

A ( 4\) A

V
scO1

151.3m - B B'

\ \t\\--l

B B′

約‐．５ｍ、物』̈
抑』岬̈

151.4m‐

D
151.5m―

§[[蓋平壌薯zまだ魚冗募T暑急翼箇轟難嘗↓昇
卜と暗黄褐色弱粘質シルトの混層

④御池降下軽石をまんべんなく含む暗黄褐色弱粘質
シルト層

⑤御池降下軽石を多量に含む暗黄褐色弱粘質シルト

層 (御池降下軽石層への漸移層)

⑥御池降下軽石層

8斎過輝平権署傍ギ軽警炎轟管蜃ばらに含む黒色弱
粘質シル ト層

⑨ 御池降下軽石と黒色弱粘質シル トの混層

8属見課雫轟落%‡曇」種ぶ羅(ヒ )、粒をまんべんな
く含む黒色弱粘質シル ト層

⑫ 御池降下軽石をまんべんなく含む黒褐色弱粘質シ

ル トリ書

⑬ 御池降下軽石の大粒をごく僅かに、中粒をまんベ

んなく含む黒色弱粘質シル ト層

⑭ 御池降下軽石の細粒～大粒を多量に含む黒褐色シ

ルト層

⑮ 御池降下軽石の大粒を僅かに、細粒・小粒をまん
べんなく含む黒褐色シルト層

⑩ 御池降下軽石の大粒をまばらに、小粒 。中粒をま

んべんなく含む黒褐色弱粘質シル ト層

① 御池降下軽石の大粒をごく僅かに、中粒をまんベ

んなく含む黒褐色弱粘質シルト層

⑬ 御池降下軽石層 (二次堆積)

0                   2m

第 3図  S C01 002003実測図

SC02
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151.3m A

SC04

グリッドC3で検出した土坑である。長軸1.5rlll、 短軸0。 7～ 1

rnの楕円形に近いプランで、検出面からの深さ約20cmである。埋

土中からの遺物の出土は無かった。

SC05

グリッドB3で検出した土坑で、長軸2.2m、 短軸0。 8～ lmの

権円形に近いプランである。検出面からの深さ約30cmで、当調査

で検出した遺構では珍 しく黒色土の埋上を持つ。黒色土 と黄褐色

上の混層部から縄文後期の土器片 (第 6図、18)が 出土している。

SC06

グリッドB5で検出した土坑で、長軸1.8rlll、 短軸1.2rlllの 楕円

形プランである。検出面からの深さ約60cmで、底部にピット状の

落ち込みがある。埋土中より縄文後期の土器片を検出したが、小

片のため図化できなかった。

SC07

SC06の 直 ぐ南で検出した土坑で、長軸1.4m、 短軸0.8mの

楕円形に近いプランである。断面形は南傾1に 向かい揺るやかに傾

斜 しつつ掘 り込まれており、南側にピット状の落ち込みを持つ。

埋土中からの遺物の出土は無かった。

SD01

SC05の す ぐ南佃1で検出した東西方向に走る溝状遺構で、長

さ1.4rll、 幅約20cm、 検出面からの深さ約20cmで ある。東端部に

落ち込みがある。あるいはSC07に 近い形状の土坑である可能

1生 もある。埋土中からの遺物の出土は無かった。

151.3m B

B

E′

151.3m

B′

ＳＤＯ‐

一

C′

151.3m 
D

D

D'1st.+m E

0          1m

第4E]SC0 400 500 6、 SD01'こ
"赳

図

C′

① 御池降下軽石をまんべんなく
含む黒色弱粘質シル ト層

② 御池降下軽石をまんべんなく
含む黒色弱粘質シル トと暗黄
褐色弱粘質シル トの混層

③御池降下軽石をまんべんなく
含む暗黄褐色弱粘質シルト層

④御池降下軽石を多量に含む暗
黄褐色弱粘質シルト層

SC04

SC07

SC06
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3 遺物

102は指宿式土器で、外面に屈曲した沈線文が施されている。 3～ 13は市来式土器で、三角形状に厚

くなった口縁部に沈線文と貝殻腹縁部による刺突文を組み合わせて施文してあるものがほとんどである。

12は深鉢で、底部に葉脈痕が観察できる。

14～ 20・ 25は縄文後期の深鉢の口縁部で、沈線文や貝殻刺突文、またはそれらを組み合わせて施文され

ている。22は縄文後期の深鉢の底部で、磨耗しているが外面に指による調整痕が観察できる。

23は小片のため器種は不明であるが、縄文後期末の土器の回縁部で沈線文が施されている。

24は縄文晩期の深鉢で、内外面ともミガキにより仕上げられている。21026は縄文晩期末の夜臼式土器

で、21は刻み目突帯の直ぐ下に、棒状の施文具による刺突文が施されている。

27028は弥生中期の甕の回縁部で、28は くの字状に外反した口縁の下に台形状突帯を有する。

29は石斧で、装着を意図したと思われる擦痕が確認できる。30は SC03黒 色土中より出土し、石皿の

一部と思われる。31は黒曜石製の石鏃である。32・ 33は黒曜石の剥片である。

0                                   10Cm

第 5図 出土遺物実沢1図 (1)

蓼
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番号 地 区 層 器種 部位 調整 (内 ) 調整 (外 ) 年代 備考

1 SC02 3 深鉢 月同音5 ナ デ ナ デ 縄文後期 指宿式土器 沈線文。

B6 深鉢 月同吉5 条痕後ナデ ? ナ デ 縄文後期 指宿式土器 沈線文。

B2 4 深鉢 口縁部
上部ナデ

下部貝殻条痕
ナ デ 縄文後期 市来式土器 日縁部と胴部に沈線文。

C3 4 深鉢 園縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期 市来式土器 末1突文。

B3 5 深鉢 口縁部 ナ デ 貝殻条痕 縄文後期 市来式土器 刺突文。

Cl 5 深鉢 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期
市来式土器 口縁部に沈線文と刺突文の

組み合わせ。

7 C4 5 深 鉢 回縁部 ナ デ 貝殻条痕 縄文後期 市来式土器 末1突文。外面にスス付着。

Cl 台付皿 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期 市来式土器 末1突文。

SC01 深鉢 日縁部 貝殻条痕
上部東1突文

下部員型条痕
縄文後期

市来式土器 沈線文と貝殻腹縁部、棒状

施文具による刺突文の組み合わせ。

C3 5 深鉢 口縁部 工具痕 縄文後期 市来式土器 内外面とも磨耗している。

B5 深鉢 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期 市来式土器 刺突文。

C3 5 深鉢 底部 ナ デ 貝殻条痕 縄文後期
市来式上器 葉脈痕有り。

(反転復元)

C3 深鉢 口縁部 ナ デ
上部ナデ

下部貝殻条痕
縄文後期

市来式土器 口縁部 2本の沈線の間に刺

突文有り。

C3 深鉢 口縁部 ナ デ 縄文後期
突帯部に沈線文有り。

内面すべて予l落。

C3 4 深鉢 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期 沈線文と刺突文の組み合わせ。

B3 4 深鉢 目縁部 貝殻条痕 ナ デ 縄文後期 沈線内に刺突文が施されている。

B6 4 深鉢 口縁部 条痕後ナデ ? 条痕後ナデ ? 縄文後期 刺突文。内外面磨耗。

SC05 3 深鉢 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期 斜めに平行な沈線文。

C3 5 深鉢 口縁部 貝殻条痕 貝殻条痕 縄文後期
口縁部上部に貝殻腹縁部による刺突文、

下部に沈線文。

B5 4 深鉢 口縁部 条痕後ナデ ? ナ デ 縄文後期 刺突文。内タト面磨耗。

C2 甕 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文晩期末
夜臼式土器 刻目突帯。刺突文。グリッド

C3出上の破片と接合。

C3 4 深鉢 底部 ナ デ ナ デ 縄文後期
外面に指頭痕有り。内外面磨耗。

(反転復元)

C3 口縁部 ナ デ ナ デ 縄文後期末 沈線文。

SC03 精製

深鉢
口縁部 ガ キ ミガキ 縄文晩期 沈線文。

D2 5 深 鉢 口縁部 貝殻条痕 貝殻条痕 縄文後期

口縁部に沈線と複数の施文具による刺突

文。外面磨耗。グリッドC2出土の破片
と接合。

B6 甕 日縁部
ナデ

ー部工具ナデ
一部工具ナデ ? 縄文晩期末

夜臼式上器 刻目突帯文が 2条。

内面上部ケズリ。

甕 口縁部 ナ デ ナ デ 弥生中期 口縁がくの字状に外反する。

4 甕 口縁部 ナ デ 弥生中期
口縁がくの字状に外反し、その下に台形

状突帯。内面磨耗。

B6 石斧
砂岩。一部に装着を意図したと思われる

擦痕有り。

SC03 石製品 安山岩。表面に擦痕有 り。

B2 5 石鏃 黒曜石

B2 剥片 黒曜石

C2 剥片 黒B翌石

出土遺物観察表

-136-



4 まとめ

当調査区の上層の堆積は、おおまかには約4,200年前の霧島御池噴出の降下軽石層 (通称「御池ボラ」)

の上に黄褐色土、黒色土の順に堆積し、その上に現在の表土層が形成されている。黄褐色土は森林植生下

で生成された腐植土層である。同じような土壌が確認された都城市内の伊勢谷第1遺跡では、黄褐色土中

からクスノキ等照葉樹のプラントオパールが検出されている。なおこの黄褐色土は当調査区の南倶120～ 30

mま でしか確認できない。それ以南では御池降下軽石層の上は黒色土となる。

賞褐色土は森林植生下で生成されたのに対し、黒色土はススキ属やチガヤ属などイネ科植物に由来する

有機質に富んだ腐植土である。これらのイネ科植物は日当たりの悪い林庄では生育が困難であることから、

森林から草原への植生の変化があつたことが推減1さ れる。

これらを踏まえた上で、遺構の埋上の状況と検出した遺物から、遺構の時期と植生の変化についてまと

めると次のようになる。

約4,200年前、霧島山系御池火国の噴火はこの地の動植物に大きな被害を与えた。その後、この地域で

はまず照葉樹を中心とした森林が形成され、当調査区はその森林の辺縁部であった。やがて、その森林の

もたらす恵みをもとめて人々の生活が再開された。SC02・ SC04。 SC06・ SC07・ SD01

はこの時期にあたる。縄文時代後期後半 (約3,500年前)には森林伐採や火入れ (焼 き払い)な ど人間の

手による植生干渉が始まり、森林から草原へと変化していく。SC01・ SC05は この時期である。そ

して、SC03がつくられた縄文時代晩期から弥/t時代 (約3,000～2,000年前)にはこの地は完全に森林

ではなくなり、人々の生活圏の一部となっていったと考えられる。
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武末純一 石川日出志 編  『考古資料大観1 弥生・古墳時代 上器 I』  小学館 2003年

大川清 鈴木公雄 工楽善通 編  『日本土器事典』 雄山閣 1996年

宮崎県教育委員会  『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第2集』 1985年

鹿児島県埋蔵文化財センター『鹿児島県埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (54)中原遺跡』2003年

宮崎県『宮崎県史 通史編 原始 。古代 I』  1997年

都城市史編さん委員会『都城市史 通史編 自然 。原始 。古代』 都城市 1997年

都城市教育委員会  『者5城市文化財調査報告書第28集 黒土遺跡』 1994年

都城市教育委員会  『都城市文化財調査報告書第56集 桑原遺跡』 2002年

都城市教育委員会  『都城市文化財調査報告書第57集  自由原遺跡』 2002年

-137-



図版 1

|:‐■
‐

‐ゝ|

111ず
'111111

lヽfル

」
一
■

ξ

|:懇:

SC01 完掘 (西 から)

調査区全景

SC02 完掘 (1ヒ から)

SC03 完掘 (西 から)

-138-

SC04 完掘 (南 から)



‐摯 ‐17.: :宰|ヽ |`‐ . 一一一一一

千
=||

SC06 完掘 (北 から)

図版2

|ちが酔

|||=

´■

SC05 完掘 (北 から)

莉 絋 鰊
２４

攘 ０

聰
‐‐

濾

に

３２

饒
「

穆 12

SD01 完掘 (南から)

26   
蟷
量桑桑lllll桑) 28

-139-



報 告 書 抄 録

フリガナ
チクイケイセキ (ダ イイチ～ヨジハックツチョウサ)

ジュウサンヅカダイエイセキ (ダ イニジハックツチョウサ)

書名
築池遺跡 (第 1～ 4次発掘調査 )

十三束第 2遺跡 (第 2次発掘調査 )

副書名 県営農地保全整備事業下水流 2期地区

巻名

シリーズ名 都城市文化財調査報告書

シリーズ番号 第67集

編集者 矢部喜多夫 久松亮

発行機関 宮崎県都城市教育委員会

所在地 宮崎県都城市姫城町 6街区21号

発行年月日 2004年 3月

所収遺跡名 所 在 地 Jヒ   糸車 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

築池遺跡

十三東第 2

遺跡

れ市ゆ繊
嚇
県

奏
崎

紳
宮

下水流町字築池

宮崎県都城市
かみづるちょう

」i列に沙偲田「 1953-7

ほか

31°  48′

25″ 付近

31°  48′

25″ 付近

31°  48′

30″ 付近

31°  48′

35″ 付近

31°  48′

57″ 付近

131°  6′

25″ 付近

131°  6′

30〃 付近

131°  6′

15″ 付近

131°  6′

10″ 付近

Ｆ
ガ

5′

付近

2000. 5。  12
～6. 19

2001. 11. 6
～2002. 1. 31

2002. 6. 3

-11. 30

2003. 5. 13
～10. 30

2003. 7. 31
～8. 29

約80ぽ

約500ぽ

約700ピ

約800ぽ

約190♂

農道改良

道路新設

種 万J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡、墓

散布地

縄文 。弥生・古墳

縄文・弥生

竪穴住居跡 4

周溝

地下式横穴墓20

土坑

掘立柱建物跡 等

土坑 。溝状遺構

縄文土器、弥生土器

須恵器、土師器、鉄鏃、

骨鏃、鉄剣、直刀、

刀子、ガラス玉、

轡、鋲、餃具、耳環 等

縄文土器・弥生土器

石器

黒曜石製石鏃出土



都城市文化財調査報告書 第67集

築池遺跡 (第 1～ 4次発掘調査 )

十三束第 2遺跡 (第 2次発掘調査 )

一県営農地保全整備事業下水流 2期地区一

2004(平成16)年 3月 発行

編集 宮 崎 県 都 城 市 教 育 委 員 会

発行 〒885-8555 宮崎県都城市姫城町6街区21号

TEL(0986)23-9547 fax(0986)23-9549

E「刷 株式会社 都 城 EF 刷

〒885-0055 宮崎県者5城市早鈴町1618番地

TEL(0986)22-4392 fax(0986)22-4891


